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八
月
七
日
に
長
野
県
梓
川
土
地

改
良
区
主
催
、
島
内
公
民
館
・
島

内
子
ど
も
会
育
成
会
後
援
の
「
土

地
改
良
施
設
見
学
及
び
魚
の
つ
か

み
ど
り
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
に
は
、
三
年
生
か
ら

六
年
生
の
子
ど
も
達
約
四
十
名
が

土
地
改
良
区
の
事
務
長
さ
ん
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
梓
川

頭
首
工
・
赤
松
分
水
工
を
見
学
し

ま
し
た
。「
島
内
地
区
の
川
の
水

が
遠
く
か
ら
流
れ
て
く
る
事
が
分

か
っ
た
。」「
流
れ
る
水
の
量
が
多

い
こ
と
に
驚
い
た
。」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

魚
の
つ
か
み
ど
り
体
験
に
は
、

保
育
園
児
か
ら
六
年
生
ま
で
、
約

八
十
人
が
参
加
し
、
川
を
せ
き
止

め
放
流
し
た
ニ
ジ
マ
ス
・
イ
ワ
ナ

を
夢
中
に
な
っ
て
追
い
か
け
て
い

る
子
ど
も
達
の
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
高
学
年
の
子
ど
も
が
低
学

年
や
保
育
園
児
に
魚
を
分
け
て
い

る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
は
じ
め
は
ヌ
ル
ヌ
ル
し
、
速

い
の
で
つ
か
め
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

つ
か
ま
え
る
こ
と
が
出
来
て
楽
し

か
っ
た
。」「
初
め
て
の
経
験
だ
っ

　

梓
川
堤
防
近
く
の
高
松
地
籍

に
あ
る
こ
の
碑
は
、
昭
和
二
十
一

年
五
月
に
水
防
作
業
中
に
殉
職
し

た
、
三
人
の
青
年
の
霊
を
慰
め
、

後
世
に
永
く
伝
え
る
た
め
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

島
内
地
区

は
昭
和
の
中

頃
ま
で
幾
度

と
な
く
大
き

な
水
害
に
見

舞
わ
れ
、
家

屋
や
田
畑
の

流
水
・
浸
水

の
被
害
は
甚

大
で
し
た
。

そ
の
た
め
住

民
総
出
の
水

防
作
業
や
炊
き
出
し
も
度
々
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ダ
ム
建
設
や
護
岸
工
事
に
よ
る

治
水
が
進
み
、
こ
こ
数
十
年
は
大

き
な
水
害
や
渇
水
を
経
験
し
て
い

た
け
れ
ど
、参
加
し
て
よ
か
っ
た
。」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
梓
川
土
地
改
良
区
の
皆

様
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
達
に
、

素
晴
ら
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
の

一
コ
マ
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

島
内
子
ど
も
会
育
成
会

　
　
　
　

  

会
長　

小
原 

良
成

ま
せ
ん
が
、
自
然
の
力
へ
の
畏
敬

の
念
を
持
ち
つ
つ
、
今
後
も
安
全

な
地
域
で
あ
る
よ
う
に
願
い
た
い

も
の
で
す
。

　

七
月
二
十
九
日
、
町
会
長
・
町

内
公
民
館
長
・
団
体
長
な
ど
三
十

名
余
が
参
加
し
、
防
災
研
修
の
一

環
と
し
て
東
電
奈
川
渡
ダ
ム
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

ア
ー
チ
ダ
ム
の
下
に
あ
る
安
曇

発
電
所
の
入
口
で
東
電
職

員
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
が
、
ま
ず
最
初
に
受

け
た
印
象
は
、〝
巨
大
な
る
要
塞
〟

の
一
言
に
つ
き
ま
す
。

　

形
式
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー

チ
式
、
高
さ
一
五
五
ｍ
、
総
水
量

一
億
二
千
三
百
万
ト
ン
。
当
発
電

所
は
こ
の
堰
堤
の
真
下
に
あ
り
ま

す
。

　

か
つ
て
松
本
平
で
は
、
梓
川
の

清
流
を
農
作
物
に
利
用
し
よ
う
と

努
力
し
た
が
、
水
量
の
調
節
が
で

き
ず
、
加
え
て
幾
た
び
か
の
洪
水

が
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
昭
和
四
十
四
年
梓
川
渓

谷
に
奈
川
渡
・
水
殿
・
稲
核
の
三

つ
の
ア
ー
チ
ダ
ム
が
完
成
。
こ
の

ダ
ム
に
流
入
す
る
七
〇
％
は
「
中

信
平
農
業
利
水
事
業
」
と
し
て
、

松
本
平
三
市
二
村
、
約
一
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
潤
し
、
水
害
か

ら
守
っ
て
い
ま
す
。

　

植
栽
に
囲
ま
れ
静
か
に
梓
川
を

見
渡
す
殉
職
之
碑
。
裏
側
に
は
永

く
そ
の
犠
牲
を
伝
え
る
文
が
刻
ま

れ
、
遺
族
を
含
む
高
松
本
郷
常
会

の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
長
寿
会
」
が

年
三
回
ほ
ど
整
備
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
初
め
て
電
気
が
灯
っ
て

約
一
二
〇
年
、
今
で
は
電
気
は
私

達
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
三
つ
の
ダ
ム
に
貯

え
ら
れ
た
梓
川
の
水
は
、
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
人
々
の
暮
ら

し
と
産
業
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
〝
水
は
我
々
の
生
活
を
よ
り

豊
に
潤
し
て
い
る
の
だ
〟
と
の

職
員
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て
、
改

め
て
認
識
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
稼
働
と
、
特
に
震

災
に
も
不
動
の
存
在
を
念
じ
て
筆

を
擱
く
こ
と
に
し
ま
す
。

島
内
地
区
町
会
連
合
会

会
長　

平
林 

大
喬



松 本 市 公 民 館 報平成 26 年 9 月 3 0 日 （火） 第401 号　④【島内版】

島内小 6 年生作品展より

☆
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　（八
月
二
十
四
日
）

○ 

野
球
の
部

　
　

優　

勝  

新
橋

　
　

準
優
勝  

北
方

　
　

第
三
位  

小
宮

　
　
　
　
　

町

○ 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部

　
　

優　

勝  

青
島

　
　

準
優
勝  

北
方

　
　

第
三
位  

島
高
松　

　
　
　
　
　

町

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

の
児
童
が
地
域
で
活
動
し
学
ぶ
機

会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
児
童

が
地
域
で
行
っ
た
活
動
を
記
録
す

る
「
学
都
松
本
い
き
い
き
ノ
ー
ト
」

を
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
島
内
小
学
校
を
含
め
市

内
の
十
二
校
が
対
象
で
、
子
ど
も

会
の
活
動
や
公
民
館
の
講
座
、
町

会
の
行
事
な
ど
に
参
加
す
る
と
、

子
ど
も
会
の
役
員
の
方
や
公
民
館

の
窓
口
で
ア
ル
プ
ち
ゃ
ん
シ
ー
ル

を
一
枚
も
ら
え
ま
す
。

　

い
き
い
き
ノ
ー
ト
に
活
動
を
記

録
し
て
シ
ー
ル
を
貼
り
、
シ
ー
ル

が
二
十
枚
た
ま
っ
た
ら
、
学
校
に

提
出
す
る
と
、
教
育
委
員
会
か
ら

賞
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

平
瀬
川
東
町
会
は

奈
良
井
川
の
東
側
に

位
置
し
、
坂
下
一
号

古
墳
等
の
遺
跡
や
松

陰
寺
跡
、上
ノ
寺
跡
、

伝
龍
寺
跡
、
平
瀬
分

校
跡
、
加
助
惜
別
の

岩
な
ど
の
史
跡
、
そ
し
て
御
嶽
権

現
信
仰
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち

近
世
末
頃
に
隆
盛
を
極
め
た
八
滝

神
社
な
ど
、
数
多
く
の
歴
史

文
化
財
が
残
る
地
域
で
す
。

ま
た
胡
桃
沢
勘
内
や
望
月
光

男
の
出
生
地
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

戸
数
は
三
十
数
戸
程
で
、

高
齢
化
社
会
の
波
は
、
平
瀬

川
東
町
会
も
他
地
区
と
同
様

に
押
し
寄
せ
、
若
者
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
は
農
業
振
興
地
域

の
た
め
、
な
か
な
か
早
く
住

宅
の
建
築
が
で
き
な
い
の
も

そ
の
一
因
で
あ
り
、
何
と
か

早
く
農
振
の
除
外
な
ど
を
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
私
的
に
は
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
平
瀬
川
東
公
民
館
の
年
間

活
動
行
事
で
す
が
、
六
月
に
は
、

平
瀬
川
東
町
会
・
下
田
町
会
に
よ

る
平
瀬
城
跡
地
へ
の
見
学
会
、
七

月
に
は
農
休
み
を
兼
ね
て
、
多
田

加
助
の
意
思
を
偲
ぶ
祭
典
を
「
加

助
惜
別
の
岩
」
の
前
で
行
い
、
そ

の
後
公
民
館
で
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。

　

九
月
は
、
毎
月
第
一
週
の
日
曜

日
に
平
瀬
川
東
権
現
堂
地
区
敬
老

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
で
は
、
毎
月
一
回
公
民

館
で
練
習
会
を
行
っ
て
い
る
大
正

琴
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
と
カ
ラ
オ
ケ

が
あ
り
、
み
ん
な
が
楽
し
み
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
「
上
平
瀬
・
平
瀬

川
西
・
下
田
・
平
瀬
川
東
」
の
四

町
会
合
同
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
競
技
終
了
後
に
は
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
で
焼

肉
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
住
民
相

互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
公
民
館
の
主
な
行
事
で

す
が
、
今
後
に
向
け
て
、
年
に
何

回
か
カ
ラ
オ
ケ
会
が
で
き
れ
ば
良

い
か
な
、
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
瀬
川
東
公
民
館
長　胡

桃
沢 

武
久


